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修士論文要旨
小児、青年期の身体活動が健康関連QOLに及ぼす影響
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【緒言】
近年、QualityofLife（QOL）という言葉を頻繁に目に
するようになった。QOLとは健康を目標としたうえで、
現状を個々人がどう認識しているかという概念である
と解釈される。本研究では、「児童・生徒が自己の目標
や健康感を持ち、心身ともにいきいきしている」ことを
QOLが良好である状態と定義した。小児期の身体活動
は、身体面の発達に限らず、精神面、社会生活面にも影
響し、将来的にも好影響を持続するなど様々な恩恵があ
り、小児期に活発に身体活動を行う’ことは重要であると
考えられる。そのため、本研究では、学童期及び青年期
の身体活動が健康関連QOLに及ぼす影響を検討するこ
とを目的とした。
【方法】
QOL調査には、小児用QOL調査用紙であるPedsQL
の日本語版を使用し、同時に、自記式アンケート調査に
より、個人特性及び生活習慣の調査も行った。
【結果】
研究Iでは、所沢市立の小学校、中学校、高等学校に在
籍する児童、生徒を対象とし、一般の小学生、中学生、
高校生のQOLの関連要因を検討することを目的とした。
関連要因として、小学生では「睦眠不足感」、中学生で
は「生活の規則性」、「朝食摂取状況」、「睦眠不足感」、
「現在及び小学生時週給運動時間」、「テレビ視聴時間／
日」、「テレビゲーム実施時間／日」が得られた。高校生
では性差が見られ、男子では「隼倍の現則性」、一丁朝食摂
取状況」、「睡眠不足感」、「現在及び小学生時、中学生時
週給運動時間」、「音楽経験の有無」、「テレビゲーム実施
時間／日」が得られた。女子では学年間にも差が見られ、
全学年に共通して「睡眠不足感」が得られ、1，2年生
に共通な項目として「生活の規則性」、「現在の週給運動
時間」、「小学生時週給運動時間」、「中学生時の運動習慣
の有無」がQOLと関連していた。研究IIでは、中学生
171名を対象として、対象期間の週給運動時間変化によ
り「変化なし」、「減少」、「増加」の3群にわけ、QOL
合計点及び各サブスケール得点変化豆の群間差を検討
した。2，3年生では、合計点数及び全サブスケール点
数において、増加群の変化の仕方が他の2群に比べ、好
ましいものであった。研究IIIでは、男子中高生におい
て、競技レベルの違いによりQOLに差があるかを検討
した。ほとんどの項目でエリートサッカー群が非運動群
に比べ、有意に高値を示した一方で、高校生の身体・活
動サブスケールでは一般サッカー群が最も高値を示し
た。
【考察】
4、学生では陸眠不足感のみが関連要因であった。小学生の
時期から生活のリズムを生み出す睡眠が不足することは、
全体的な健康状態不良の原因となりQOLを低下させる可
能性が示唆された。思春期後期に当たる高校生では、心身
両面においてより顕著な性差が現れ、これがQOLの関連
要因の違いにも現れたと考えられる。中高生では「陸眠、
朝食、生活の規則性」という生活習慣と、現在及び過去の
週給運動時間が要因として得られ、身体活動により体力面
が充実するということだけでなく、食欲の増加や適度な疲
労感による質の良い眠りなど、生活習慣全般にも好影響を
与えることが考えられる。中学生以降では、身体活動が直
接的、間接的にQOLに影響を与えるということが示唆さ
れた。先行研究において小児に対しても身体活動の介入効
果が報告されている。研究IIにおいて、2，3年生の増加
群は他の2群に比べ、点数の変化の仕方がより好ましかっ
た。つまり、身体活動がQOLの向上に影響するとはいえ
ないまでも、低下を抑制する可能性は示唆された。研究III
の結果より、高校生ではエリートサッカー群が一般サッカ
ー群に比べても精神面及び交友関係サブスケール点数が有
意に高値を示した。また、身体・活動サブスケールでは一般
サッカー群が最も高値を示した。このことから、身体活動
を行っているか否かだけではなく、目標を設定し、ハイレ
ベルな環境で仲間と競い合うことなど、競技レベルもQOL
に影響することが示唆され、一方でレベルが高くなりすぎ
るとQOLが低下する可能性があることも示唆された。
【結論】
小児、青年期の身体活動が将来にわたりQOLに好影響を
与える要因となること、競技レベルによってもQOLに対
する影響に違いが見られることが示唆された。
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